
第96号
令和4年5月15日
（2022年）

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（　042-421-4545）へお問い合わせください。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（デイジー版・CD版）

紙
面
の
紹
介
（
も
く
じ
）

令和４年度当初予算（一般会計、４つの特別会計、下水道事業会計）を可決しました。

緊迫するウクライナ情勢を受け、世界平和の実現を願い、議長を含む全ての議員が署名し、可決されました。

令和４年度一般会計予算は、前年度比6.7％増の770億9,000万円に

「ロシア連邦のウクライナへの軍事侵攻を非難する決議」を全会一致で可決

8面へ

10面へ

ト
ピ
ッ
ク
ス

2面
市
長
の
施
政
方
針
の
概
要

代
表
質
問
の
要
旨

・
自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

　
代
表
質
問
者　
小
林　
た
つ
や

3面
代
表
質
問
の
要
旨

　
（
２
面
に
引
き
続
き
）

広
報
委
員
会
視
察
R
E
P
O
R
T

４面
代
表
質
問
の
要
旨

・
西
東
京
市
議
会
公
明
党

　
代
表
質
問
者　
田
代　
伸
之

議
会
N
E
W
S
①

　
議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
利
用
の

試
行
を
始
め
ま
し
た

５面
代
表
質
問
の
要
旨

・
日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

　
代
表
質
問
者　
藤
岡　
智
明

代
表
質
問
の
要
旨

・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
代
表
質
問
者　
佐
藤　
大
介

議
会
N
E
W
S
②

　
令
和
３
年
度
視
察
受
入
状
況

６面
代
表
質
問
の
要
旨

・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
代
表
質
問
者　
後
藤　
ゆ
う
子

一
般
質
問
の
要
旨

　
小
峰　
和
美　
　
（
無
所
属
①
）

　
森　
　
て
る
お　
（
無
所
属
②
）

　
納
田　
さ
お
り　
（
無
所
属
③
）

　
田
村　
ひ
ろ
ゆ
き
（
無
所
属
④
）

７面
委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
N
E
W
S
③

　

採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
へ
の
市
の

対
応

８面
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

９面
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

討
論

10面
議
案
の
議
決
結
果
一
覧

議
会
N
E
W
S
④

「
ロ
シ
ア
連
邦
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
を
非
難
す
る
決
議
」
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た

陳
情
の
結
果

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

会
議
録
の
公
開
予
定

会
議
の
開
催
状
況

編
集
後
記

審議件数 可決・採択 否決・	
不採択

市長提出議案 26 26 0
条例 8 8 0
予算 11 11 0
その他 7 7 0
委員会提出議案 1 1 0
議員提出議案 2 2 0
陳情 1 1 0
※「可決 ･採択」には、同意、趣旨採択を含んでいます。
　趣旨採択…	陳情事項の趣旨は賛成だが、その一部の実現が困難と思われる場合に行

う意思決定

世界の恒久平和を願うとともに世界の恒久平和を願うとともに
ウクライナとの連帯を表すため、ウクライナとの連帯を表すため、
ライトアップされたスカイタワー西東京。ライトアップされたスカイタワー西東京。

ウクライナ国旗の青色と黄色がウクライナ国旗の青色と黄色が
交互に点灯されました。交互に点灯されました。

「ウクライナへの軍事侵攻を非難する決議」可決の様子「ウクライナへの軍事侵攻を非難する決議」可決の様子

令和4年

第1回
定例会
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「
人
」
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
り
、
市
内
経
済
の
活
力
を
ま

ち
全
体
で
支
え
る
取
組
を
対
策

の
中
心
と
し
て
い
る
。

　
３
回
目
の
追
加
接
種
は
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
前
倒
し
で
実
施
。

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
方
へ
の

接
種
は
、
３
月
開
始
予
定
。
自

宅
療
養
者
に
は
、
東
京
都
か
ら

の
支
援
が
届
く
ま
で
の
間
、
食

料
等
の
支
援
を
実
施
。
医
師
会

の
発
熱
外
来
運
営
に
継
続
支
援

す
る
。 コ

ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
」「
市

内
消
費
喚
起
事
業
」
を
継
続
実

施
し
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

「
高
齢
者
応
援
カ
ー
ド
」
を
、

市
内
小
中
学
生
や
高
校
生
等
に

は
「
図
書
カ
ー
ド
」
を
配
布
。

令
和
４
年
度
の
主
要
な
取
組

子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち

　
新
た
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ

ー
ビ
ス
等
を
取
り
入
れ
、
産
後

ケ
ア
事
業
の
拡
充
を
図
る
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
「
ひ
い
ら

ぎ
」
は
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
と
な
る
。
田
無
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
児
童
発

達
支
援
等
障
害
児
通
所
事
業
の

民
間
事
業
者
を
公
募
す
る
。

　
全
て
の
学
童
ク
ラ
ブ
に
W
i

－

F
i
環
境
を
整
備
。
保
谷

柳
沢
児
童
館
、
芝
久
保
児
童
館

で
は
、
隔
週
日
曜
日
を
開
館
す

る
。

　
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
「
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
を

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に

位
置
付
け
る
。

　

４
月
に
認
可
保
育
園
１
園
、

小
規
模
保
育
事
業
２
施
設
を
開

設
。
公
設
民
営
の
「
み
ど
り
保

育
園
」
の
事
業
者
選
定
を
行
う
。

令
和
５
年
４
月
に
私
立
幼
稚
園

等
に
入
園
す
る
際
に
必
要
と
な

る
費
用
の
補
助
制
度
を
開
始
。

　
学
校
ト
イ
レ
は
、
床
の
乾
式

化
、
便
器
の
洋
式
化
、
手
洗
い

の
自
動
水
栓
へ
の
取
替
え
な
ど

の
改
修
を
実
施
。

健
康
で
元
気
な
ま
ち

「
健
康
」
応
援
都
市
の
実
現
を

目
指
し
て

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、

積
極
的
な
勧
奨
を
再
開
し
、
令

和
４
年
度
か
ら
３
年
間
の
時
限

で
、
従
来
の
定
期
接
種
対
象
年

齢
を
超
え
て
接
種
を
行
う
。

　
健
康
デ
ジ
タ
ル
指
導
士
を
養

成
し
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
拠
点

に
派
遣
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
、高
齢
者
同
士
に
よ
る「
e

ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
を
通
し
、
交

流
環
境
を
整
え
る
。

　
障
害
福
祉
分
野
で
は
、
専
門

職
を
中
心
と
し
た
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
制
の
導
入
を
順
次
進
め
る
。

　
泉
小
学
校
跡
地
で
の
地
域
生

活
支
援
拠
点
等
整
備
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
本
格
実
施
。
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
と
し
て
、

多
機
関
協
働
で
の
相
談
支
援
や

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
回
復
す

る
参
加
支
援
、
孤
立
防
止
と
多

世
代
交
流
の
場
を
確
保
す
る
地

域
づ
く
り
を
一
体
的
に
実
施
。

集
え
る
場
と
つ
な
が
り
の

あ
る
ま
ち

　
市
民
会
館
跡
地
活
用
は
、
定

期
借
地
権
を
設
定
し
、
民
間
事

業
者
に
よ
り
建
物
整
備
を
行
い
、

一
部
を
公
共
施
設
と
し
て
賃
借
。

令
和
６
年
４
月
ま
で
に
施
設
の

供
用
開
始
が
で
き
る
よ
う
、
基

本
協
定
等
の
締
結
準
備
を
進
め

る
。
令
和
４
年
度
中
に
南
町
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
っ
と
」
に
ス
ポ
ー
ツ
相

談
窓
口
を
設
置
。
再
開
館
す
る

田
無
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
機
能
を

強
化
し
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
活
用
。

　
地
域
人
材
の
活
躍
の
場
を
広

げ
る
取
組
と
し
て
、「
ま
ち
な

か
先
生
」
を
本
格
的
に
実
施
。

　
「
し
た
の
や
縄
文
里
山
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
完
成
に
向
け
、
竪

穴
住
居
等
の
整
備
工
事
を
行
う
。

安
心
・
安
全
で
快
適
な
ま
ち

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を

宣
言

　
環
境
配
慮
行
動
へ
の
動
機
付

け
と
な
る
西
東
京
市
版
「
環
境

問　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て
、
政
策
判
断
の
基
軸
を
、
な

ぜ
「
次
世
代
へ
の
責
任
あ
る
選

択
」
と
し
た
の
か
。
次
世
代
へ

の
責
任
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味

を
込
め
た
も
の
な
の
か
。

答　
子
ど
も
に
や
さ
し
い
、
子

ど
も
が
ど
真
ん
中
の
ま
ち
づ
く

り
を
政
策
理
念
と
し
て
き
た
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
現
役
世
代
が
し
っ
か
り
と

責
任
あ
る
行
動
と
選
択
を
果
た

す
こ
と
が
大
切
。
子
ど
も
た
ち

の
声
を
受
け
止
め
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
に
つ
い
て
。

答　
市
内
医
療
機
関
に
は
、
通

常
診
療
の
影
響
は
出
て
い
な
い
。

追
加
接
種
の
進
捗
は
、
２
月
21

日
現
在
、 

市
内
医
療
機
関
の
個

別
接
種
な
ど
に
よ
り
国
の
接
種

率
を
上
回
り
、
接
種
は
進
ん
で

い
る
。
小
児
接
種
の
不
安
等
に

つ
い
て
は
、
副
反
応
な
ど
の
情

報
を
接
種
券
に
同
封
し
、 

国
等

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
案
内
し
て

い
る
。
医
師
会
の
発
熱
外
来
運

営
を
引
き
続
き
支
援
す
る
。 

　
高
齢
者
に
対
し
て
は
、「
高
齢

者
応
援
カ
ー
ド
」
を
配
布
予
定
。

フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
は
、
家

庭
用
ゲ
ー
ム
機
を
用
い
て
高
齢

者
向
け
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ

ー
ム
を
取
り
入
れ
た
「
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
講
座
」
に
取
り
組
む
。

　
学
校
行
事
及
び
部
活
等
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
多
く
の
内
容
を

中
止
又
は
縮
小
し
た
。
部
活
動

は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

の
適
用
期
間
中
は
中
止
と
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
の
学
び
を
止
め
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
全
国

的
に
も
先
駆
け
て
実
施
。
子
ど

も
た
ち
の
心
を
支
え
、
学
び
や

成
長
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
全
児
童
生
徒
、
高
校
生
等
に

図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
す
る
。

　
市
内
事
業
者
支
援
と
し
て
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
を
令
和
３
年
７
～

８
月
で
実
施
、
１
月
に
は
第
２

弾
を
実
施
し
た
。
西
東
京
商
工

会
役
員
と
の
意
見
交
換
で
、
キ

ポ
イ
ン
ト
制
度
（
に
し
と
う
き

ょ
う
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
）」
を

創
設
。
表
彰
制
度
「（
仮
称
）

に
し
と
う
き
ょ
う
環
境
ア
ワ
ー

ド
」
を
新
設
。「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
市
区
町
村
協
議
会
」
に
も
参

画
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
主
な

財
源
と
す
る
「
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
基
金
」
を
設
置
。
生
垣

造
成
に
係
る
補
助
事
業
を
見
直

し
、
緑
化
推
進
に
よ
る
沿
道
の

花
壇
等
の
整
備
も
対
象
と
す
る

「
緑
と
花
の
沿
道
推
進
事
業
」

を
実
施
す
る
。「
東
大
生
態
調

和
農
学
機
構
」
な
ど
、
み
ど
り

豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
積
極

的
推
進
を
図
る
。

　
令
和
４
年
度
中
に
田
無
駅
南

口
駅
前
広
場
の
整
備
イ
メ
ー
ジ

を
示
し
た
い
。

　
「（
仮
称
）
西
東
京
市
空
き
家

バ
ン
ク
」
を
令
和
４
年
度
中
に

開
始
で
き
る
よ
う
調
整
す
る
。

　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
市
道
104

号
線
整
備
事
業
に
よ
る
歩
道
の

拡
幅
で
、
南
口
の
環
境
空
間
と

あ
わ
せ
た
に
ぎ
わ
い
創
出
に
も

努
め
る
。

　
道
路
情
報
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を

導
入
し
、
道
路
台
帳
や
舗
装
種

別
、
掘
削
に
関
す
る
規
制
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
。

　
総
合
計
画
・
そ
の
他
計
画
は
、

調
和
さ
せ
、
本
市
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
策
定
に
も
取
り
組
む
。

　
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支

え
、「
学
校
応
援
団
」
も
募
る
。

　
商
店
街
活
性
化
推
進
事
業
補

助
金
の
補
助
率
を
拡
充
し
、
地

域
活
力
の
向
上
を
図
る
。

　
都
市
農
地
保
全
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
補
助
金
を
活
用
し
、
市

民
農
園
へ
の
支
援
を
図
る
。

行
財
政
基
盤
の
強
化
を
絶
え
ず

目
指
す
ま
ち

　
「（
仮
称
）
デ
ジ
タ
ル
戦
略
推

進
係
」
を
新
設
す
る
。

　
L
I
N
E
に
よ
る
道
路
や
公

園
遊
具
等
の
不
具
合
を
画
像
で

知
ら
せ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

　

手
数
料
等
の
支
払
い
等
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
。

　
令
和
４
年
度
中
に
、「（
仮
称
）

お
く
や
み
窓
口
」
を
新
設
す
る
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
エ

リ
ア（
圏
域
）は
、「
中
学
校
区
」

を
念
頭
に
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
庁
舎
機
能
維
持
の
観

点
か
ら
、
田
無
庁
舎
に
引
き
続

き
、
防
災
・
保
谷
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
も
耐
力
度
調
査
を
行
う
。

代表質問・一般質問の要旨
　第１回定例会では、市長の施政方針に対して会派ごとに質問をする「代表質問」と、無所属議員による「一
般質問」が４日間にわたり行われました。
　２面～６面では、市長の施政方針及び代表質問・一般質問の主な内容についてお知らせします。
◇質問の詳細は会議録に掲載します。「会議録の公開予定」は10面をご覧ください。
　�本会議の模様は議会インターネット中継から視聴することができます。ＱＲコードからアクセ
スしてください。

市
長
の
施
政
方
針
の
概
要

２
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
市
長
が
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

詳
細
は
市
報
３
月
15
日
号
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

市
長
の
政
治
姿
勢
を
伺
う

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
進
捗
、

市
の
対
応
状
況
を
問
う

令
和
４
年
度
の
主
な
政
策
に
つ
い
て

小　
林　
た
つ
や

山　
田　
忠　
良

中　
川　
清　
志

冨　
永　
雄　
二

坂
井　
か
ず
ひ
こ

酒
井　
ご
う
一
郎

田
中　
の
り
あ
き

稲　
垣　
裕　
二

遠　
藤　
源
太
郎

保　
谷　
な
お
み
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ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
と
市
内
消
費
喚
起
事

業
の
継
続
を
希
望
す
る
多
く
の

ご
意
見
を
頂
い
た
。
令
和
４
年

度
は
、
既
存
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
取
扱
事
業
者
を
含
め
、
３

社
に
拡
充
す
る
。

　
市
内
消
費
喚
起
事
業
は
、
電

子
商
品
券
方
式
に
よ
る
プ
レ
ミ

ア
ム
応
援
カ
ー
ド
と
し
て
、
９

～
12
月
で
実
施
。
国
の
交
付
金

を
効
果
的
に
活
用
す
る
。

意
見　
高
齢
者
応
援
カ
ー
ド
を

は
じ
め
、
我
々
市
議
団
は
、
多

く
の
要
望
を
し
て
き
た
。
そ
れ

に
対
し
、
令
和
４
年
度
の
施
策

に
多
岐
に
わ
た
り
対
応
さ
れ
た

こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。
今
後

も
街
の
声
、
地
域
の
声
を
し
っ

か
り
と
行
政
側
に
伝
え
て
い
く

の
で
、
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
先

代
丸
山
市
長
か
ら
の
万
全
と
も

言
う
べ
き
関
係
を
築
き
上
げ
て

き
た
市
内
医
療
機
関
の
皆
様
、

そ
し
て
エ＊

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
皆
様
方
の
御
協
力
に
、

深
謝
す
る
。
ま
た
、
新
組
織
を

立
ち
上
げ
、
接
種
体
制
を
構
築

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
他
市
に

比
べ
一
歩
リ
ー
ド
す
る
形
で
行

っ
て
き
た
市
職
員
に
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
と
は
。

答　
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
、
自

然
豊
か
な
西
東
京
市
で
い
て
ほ

し
い
と
い
う
声
や
、
食
品
ロ
ス

や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
な
ど
を
削
減
し

て
い
く
と
言
っ
た
未
来
の
本
市

へ
の
思
い
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

の
思
い
を
受
け
止
め
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
が
待

っ
た
な
し
の
課
題
と
認
識
し
、

２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出

実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
し
た
。
ま

た
、 

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
実

践
に
は
環
境
学
習
が
必
要
と
考

え
、
保
育
園
や
幼
稚
園
に
て
出

前
講
座
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
状
況
は
。

答　
経
常
収
支
比
率
は
改
善
し
、

財
政
調
整
基
金
（
家
庭
で
言
う

貯
金
）
も
３
億
４
千
万
円
の
回

復
を
実
現
し
て
い
る
。
引
き
続

き
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
と

も
に
バ
ラ
ン
ス
感
の
あ
る
市
政

運
営
を
進
め
る
。

問　
産
前
・
産
後
ケ
ア
は
。

答　
出
産
後
１
年
以
内
の
母
子

等
に
対
し
、
心
身
ケ
ア
や
育
児

サ
ポ
ー
ト
等
を
専
門
家
が
実
施

す
る
。
令
和
４
年
度
は
、
短
期

入
所
型
及
び
通
所
型
を
実
施
。

事
業
開
始
は
８
月
以
降
。

問　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て
。

答　
本
市
に
お
け
る
児
童
発
達

支
援
に
係
る
相
談
件
数
の
増
加
、

障
害
の
早
期
発
見
・
支
援
の
必

要
性
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
発

達
を
一
緒
に
考
え
、
地
域
の
中

で
育
む
こ
と
を
基
本
理
念
に
位

置
づ
け
、 

地
域
の
連
携
体
制
の

構
築
を
進
め
る
。
児
童
発
達
支

援
事
業
は
、
田
無
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
改
修
し
、
民
間
事
業

者
を
公
募
し
、
市
内
全
体
で
面

的
な
支
援
の
拡
充
を
図
る
。

問　
福
祉
丸
ご
と
相
談
窓
口
は
。

答　
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
丸

ご
と
受
け
止
め
、
複
合
的
な
課

題
な
ど
を
相
談
で
き
る
窓
口
と

し
て
開
設
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
る
相
談
が
多
く
、

対
象
と
な
る
支
援
策
に
関
す
る

情
報
を
案
内
し
て
い
る
。

意
見　
ぜ
ひ
組
織
の
改
善
と
人

員
増
強
を
要
望
す
る
。

問　
ま
ち
な
か
先
生
に
つ
い
て
。

答　
専
門
職
等
が
講
師
と
な
り
、

学
校
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
学
校
協
働
活
動
に
も
つ
な

げ
た
い
。

問　
「
健
康
」
応
援
都
市
の
実

現
と
は
。

答　
健
康
寿
命
の
延
伸
及
び
主

観
的
健
康
感
の
向
上
を
目
標
と

し
、健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ「
あ

る
こ
」
を
構
築
。
65
歳
健
康
寿

命
は
、
今
後
も
数
値
の
検
証
を

関
係
部
署
で
確
認
し
、
市
民
が

健
康
に
な
る
こ
と
、
健
康
で
あ

る
こ
と
を
地
域
で
支
え
る
。

問　
も
の
忘
れ
予
防
検
診
と
は
。

答　
認
知
症
の
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
を
進
め
、
早
期
診
断

と
対
応
促
進
の
た
め
、
70
～
80

歳
の
約
２
万
３
千
人
に
予
防
検

診
の
案
内
を
送
付
。
今
後
も
取

り
組
む
。

問　
市
民
会
館
の
跡
地
活
用
は
。

答　
１
月
に
事
業
者
選
定
を
行

い
、
民
間
健
診
セ
ン
タ
ー
、
透

析
セ
ン
タ
ー
、
健
康
支
援
ス
タ

ジ
オ
、
カ
フ
ェ
・ 

健
康
レ
ス

ト
ラ
ン
等
の
提
案
が
あ
り
、
１

階
に
は
「
え
ほ
ん
図
書
館
」
等

の
提
案
が
あ
っ
た
。

問　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
地
元
選
手
が
活
躍
し
た

が
そ
れ
を
ど
う
生
か
す
か
。

答　
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
で
東
伏
見
を
拠
点
と
す
る
Ｓ

Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
プ
リ
ン
セ
ス
ラ
ビ
ッ 

ツ
代
表
選
手
が
選
出
さ
れ
６
位

入
賞
と
い
う
成
績
を
残
さ
れ
た
。

市
民
で
も
あ
る
小
西
あ
か
ね
選

手
と
会
う
機
会
も
あ
り
、 

今
後

も
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
や
市
へ

の
愛
着
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
。

問　
公
共
施
設
の
電
力
調
達
は
。

答　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の

も
の
へ
の
切
り
替
え
は
約
1２0
の

小
規
模
施
設
は
７
月
か
ら
、
50

の
大
規
模
施
設
も
10
月
か
ら
予

定
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制

も
空
調
機
等
の
更
新
で
対
応
。

問　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

と
は
。

答　
中
原
小
建
て
替
え
、
泉
小

わ
く
わ
く
公
園
整
備
、
上
向
台

小
改
修
な
ど
の
木
材
利
用
に
係

る
費
用
に
充
当
。

問　
に
し
と
う
き
ょ
う
環
境
チ

ャ
レ
ン
ジ
・
ア
ワ
ー
ド
と
は
。

答　
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
環
境

に
配
慮
し
た
行
動
に
対
し
、
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
商
品
が
当

た
る
抽
選
に
応
募
で
き
る
制
度
。

ア
ワ
ー
ド
は
個
人
・
団
体
を
対

象
に
し
て
、
成
果
等
を
評
価
し

表
彰
す
る
。 

問　
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
に
つ
い
て
。

答　
全
国
で
も
高
い
ご
み
減
量

と
資
源
化
を
達
成
し
て
お
り
新

計
画
で
も
引
き
続
き
、
ご
み
の

排
出
抑
制
、
減
量
化
、
資
源
化

に
向
け
て
努
力
す
る
必
要
が
あ

る
。

問　
下
保
谷
四
丁
目
特
別
緑
地

保
全
地
区
保
全
活
用
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

答　
令
和
３
年
度
策
定
の
保
全

活
用
計
画
に
よ
り
、
一
般
開
放

の
機
会
を
試
行
的
に
増
や
し
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
保
全
と
活
用

に
取
り
組
む
。

問　
東
大
生
体
調
和
農
学
機
構

に
つ
い
て
。

答　
運
営
諮
問
会
議
に
委
員
と

し
て
参
加
。
草
花
観
察
を
さ
れ

て
き
た
市
民
の
方
々
の
記
録
が

大
学
関
係
者
に
論
文
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
と
い
う
極
め
て
稀

な
事
例
も
あ
る
。

問　
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
は
。

答　
令
和
５
年
６
月
に
一
般
開

放
さ
れ
る
予
定
。
６
ha
の
広
大

な
緑
地
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
備

え
た
空
間
を
解
放
し
て
い
た
だ

け
る
。
利
用
に
向
け
た
調
整
も

今
後
進
め
て
い
く
。

問　
田
無
駅
南
口
広
場
に
つ
い

て
の
進
捗
は
。

答　
令
和
２
年
度
ま
で
に
２
件

の
用
地
取
得
を
完
了
。
令
和
４

年
度
は
２
件
の
用
地
買
収
を
予

定
。

問　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
。

答　
実
態
調
査
を
基
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
希
望
者
と
つ
な

ぐ
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。 

問　
連
続
立
体
交
差
事
業
は
。

答　
井
荻
駅
か
ら
西
武
柳
沢
駅

間
、
東
伏
見
南
口
駅
前
広
場
の

計
画
変
更
を
決
定
し
た
。
事
業

期
間
は
15
年
を
想
定
。

問　
風
水
害
へ
の
対
応
は
。

答　
令
和
元
年
台
風
19
号
の
対

応
で
、
様
々
な
課
題
が
見
え
た
。

令
和
３
年
度
は
地
域
防
災
計

画
・
風
水
害
編
を
分
冊
化
し
、

行
動
内
容
を
明
確
化
し
た
。

問　
女
性
の
働
き
方
サ
ポ
ー
ト

推
進
事
業
に
つ
い
て
。

答　
本
市
独
自
の
事
業
と
し
て

進
め
て
お
り
ハ
ン
サ
ム・マ
マ・

フ
ェ
ス
タ
な
ど
も
開
催
。

問　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
。

答　
令
和
３
年
12
月
に
運
用
開

始
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報
等
、

様
々
な
情
報
を
発
信
。

問　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
。

答　
税
等
の
収
納
は
４
月
に
、

住
民
票
等
は
10
月
に
導
入
予
定
。

問　
（
仮
称
）
お
く
や
み
窓
口

に
つ
い
て
。

答　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
専

用
窓
口
を
８
月
目
途
に
設
置
。

問　
学
校
に
登
校
し
な
い
、
で

き
な
い
児
童 

・
生
徒
へ
の
対

応
は
。

答　
個
人
面
談
実
施
や
ス＊

ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
状

況
確
認
す
る
な
ど
、
自
分
ら
し

さ
を
応
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
。

問　
学
校
ト
イ
レ
改
修
は
。

答　
建
て
替
え
等
以
外
の
小
学

校
12
校
、
中
学
校
７
校
で
実
施
。

洋
式
化
の
促
進
等
を
図
る
。 

問　
中
央
図
書
館
・
田
無
公
民

館
の
工
事
に
つ
い
て
。

答　
図
書
館
は
耐
震
補
強
と
照

明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト
イ
レ
洋
式
化

等
を
実
施
。
公
民
館
は
常
設
の

学
習
専
用
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
ロ

ビ
ー
機
能
強
化
を
図
り
、
４
月

に
再
開
予
定
。

問　
し
た
の
や
縄
文
里
山
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
。

答　
地
域
団
体
、
地
元
商
店
街

等
に
支
え
ら
れ
活
動
を
し
て
き

た
。
令
和
２
年
度
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
寄
附
者
に
は
、

「
ム
ラ
び
と
証
」
を
送
付
し
た
。

そ
の
他
意
見　
北
原
町
２
・
３

丁
目
の
バ
ス
停
付
近
の
信
号
機
、

農
場
通
り
部
分
の
横
断
歩
道
設

置
が
地
元
住
民
よ
り
出
て
い
る
。

東
京
都
へ
の
強
い
要
望
を
願
う
。

子
ど
も
食
堂
に
関
し
て
は
引
き

続
き
手
厚
い
補
助
を
望
む
。
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＊エッセンシャルワーカー　日常生活を維持していく中で重要な役割を担う、必要不可欠な労働者。
＊スクールソーシャルワーカー　�教育と福祉の両面に関して、専門的な知識・技術を有するとともに、過去に教育や福祉の分野において、活動経験の実績等がある者。問題を抱えた児童生徒に

対し、当該児童生徒が置かれた環境へ働きかけたり、関係機関等とのネットワークを活用したりするなど、多様な支援を用いて、課題解決への対応を図る。
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　安城市では平成27年に安城市議会ＩＣＴ推進ＰＴを発足
し、全国に先駆けて議会のＩＣＴ化を進めている。また、議
会ホームページや議会だよりのリニューアルを行うなど、市
民に伝わる情報の発信にも力を入れている。先進的な議会
のＩＣＴ化やホームページ、議会だよりについて視察した。

議会ＩＣＴ化
　ペーパーレス等議会ＩＣＴ化の効果、議員のタブレット端
末の利用状況、市民への説明等への活用など、開かれた議
会を目指した取組の導入当時の状況から現状まで、幅広く
学んだ。

議会ホームページ
　ＩＣＴ化に取り組む中で、市のホームページから独立し、
市議会独自のホームページを開設し情報を発信している。
その際、インパクトのある「やるじゃん！安城」というキャッ
チコピーを決めるなど、提案から交渉まで議員主導で立ち
上げを行った。

議会だより
　これまでに２回、大きなリニューアルを行っている。１回
目は市の広報紙からの独立。２回目は縦書きであったもの
を横書きにし、カラー化をした。また、市内にある６校の
高校と１校の特別支援学校の生徒たちと協力し、ほぼ毎号
特集記事を作成している。

おわりに
　本市議会においても「市民に開かれた市議会」を目指し、
ＩＣＴ化や議会としての広報の取組を
進めたい。また、引き続き安城市議会
と情報共有させていただきながら、議
会の取組を進めていきたい。

広報委員会　視察ＲＥＰＯＲＴ
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資料閲覧システム操作研修　利用者向け講習会
　資料閲覧システムの具体的な使用方法につ
いて講習会を行いました。
日程　第１回　令和４年２月22日
　　　第２回　令和４年３月25日
場所　田無庁舎議会棟４階及びオンライン

西
東
京
市
議
会
公
明
党

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
合
計
21
回

149
項
目
の
緊
急
要
望
書
を
提
出
。

万
全
な
対
策
の
実
施
を
求
め
る
！

田　
代　
伸　
之

大　
林　
光　
昭

藤　
田　
美
智
子

佐　
藤　
公　
男

小　
幡　
勝　
己

　
　
　
市
議
会
公
明
党
は
、
市

民
相
談
を
通
じ
て
頂
い
た
貴
重

な
御
意
見
御
要
望
を
集
約
し
、

50
項
目
の
予
算
要
望
、
35
項
目

の
政
策
提
言
を
池
澤
市
長
に
提

出
。
施
政
方
針
で
は
要
望
し
た

多
く
の
施
策
、
事
業
の
実
施
が

示
さ
れ
た
。
今
後
も
、
市
民
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
市
民
生
活
の

向
上
に
資
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

課
題
の
改
善
案
を
提
案
し
て
い

く
。

問　
市
長
と
し
て
地
域
に
足
を

運
び
現
場
の
声
を
伺
う
。
こ
の

姿
勢
こ
そ
が
重
要
と
考
え
る
。

答　
市
政
運
営
に
お
い
て
現
場

の
感
覚
を
大
切
に
次
世
代
へ
の

責
任
あ
る
選
択
に
つ
な
げ
る
。

問　
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
へ
参

画
す
る
仕
組
み
を
提
案
し
て
き

た
。
来
年
度
の
取
組
は
。

答　
若
い
世
代
の
方
々
と
の
継

続
的
な
場
づ
く
り
、
機
会
創
出

に
取
り
組
み
、
得
ら
れ
た
内
容

を
施
策
に
反
映
し
て
い
く
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
、
市
議
会
公
明
党
は
こ
れ
ま

で
計
21
回
149
項
目
の
対
策
を
提

案
。
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
向
け
て
は
接
種
券
送
付
の
時

期
、
予
約
体
制
の
見
直
し
、
接

種
体
制
の
継
続
な
ど
を
提
案
し

て
き
た
。
今
後
の
方
向
性
は
。

答　
当
初
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
前
倒
し
で
実
施
。
接
種
券

の
分
割
発
送
、
電
話
体
制
拡
充
、

庁
舎
内
窓
口
で
の
予
約
支
援
、

予
約
集
中
を
避
け
る
た
め
、
接

種
券
が
届
き
次
第
予
約
で
き
る

体
制
で
取
り
組
む
。

意
見

問　
陽
性
者
や
ご
家
族
を
迅
速

に
支
援
す
る
た
め
、
東
京
都
や

保
健
所
等
と
連
携
し
た
支
援
を

提
案
し
た
。
現
状
を
問
う
。

答　
本
市
で
は
、
希
望
す
る
自

宅
療
養
者
に
食
料
品
な
ど
を
届

け
る
と
と
も
に
、
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
の
貸
出
し
も
行
う
。

問　
「
西
東
京
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」
が
宣
言
さ
れ
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
市
議
会
公
明
党

は
、
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
た
緊
急
要
望
」

を
提
出
。
取
組
が
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
た
か
伺
う
。

答　
宣
言
文
の
起
草
に
当
た
り
、

子
ど
も
の
声
や
思
い
を
反
映
す

る
こ
と
、
ま
た
、
宣
言
を
実
効

性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
。
公
共

施
設
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
調
達
を
積

極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
環

境
ポ
イ
ン
ト
制
度
や
（
仮
称
）

環
境
ア
ワ
ー
ド
を
創
設
す
る
。

問　
公
明
党
は
18
歳
、
高
校
３

年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化

実
施
を
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
東
京
都
は
、
公
明

党
の
要
望
に
よ
り
令
和
４
年
度

に
こ
の
制
度
の
開
始
に
向
け
た

準
備
経
費
を
盛
り
込
ん
だ
。
本

市
で
の
実
施
を
強
く
要
望
す
る
。

答　
東
京
都
が
令
和
４
年
度
当

初
予
算
の
中
で
、
高
校
生
相
当

年
齢
へ
の
医
療
費
助
成
制
度
の

開
始
に
向
け
準
備
経
費
補
助
を

盛
り
込
ん
だ
。
今
後
は
東
京
都

の
動
向
に
注
視
し
連
携
を
図
る
。

問　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
お
子
さ
ん
の
発
達
に
ご
不

安
を
感
じ
る
保
護
者
の
方
が
相

談
で
き
、
お
子
さ
ん
が
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
切
れ
目

の
な
い
適
切
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
体
制
を
目
指
す
。

問　
公
明
党
の
要
望
に
よ
り
学

童
ク
ラ
ブ
に
W
i

－

F
i
が
整

備
さ
れ
る
。
子
ど
も
の
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
。
整
備
の
概
要
は
。

答　
全
て
の
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の

W
i

－

F
i
設
置
で
、
放
課
後

や
長
期
の
休
み
に
効
果
が
あ
る
。

問　
令
和
４
年
度
、
学
校
に
お

け
る
ヤ＊

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
教
員
研
修
、
児
童
生
徒
と

教
員
の
面
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の

機
会
、
日
常
的
な
関
わ
り
の
中

で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
視
点
か

ら
早
期
発
見
に
努
め
る
。

問　
昨
年
、
全
小
中
学
校
の
ト

イ
レ
の
自
動
水
栓
化
や
水
飲
み

場
蛇
口
の
レ
バ
ー
式
化
に
つ
い

て
一
斉
改
修
を
要
望
し
た
。

答　
自
動
水
栓
化
等
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
重
要
。

令
和
４
年
度
に
市
立
の
小
中
学

校
の
改
修
を
行
う
。

問　
公
明
党
は
、
骨
髄
移
植
等

の
医
療
行
為
後
の
予
防
接
種
の

再
効
果
が
期
待
で
き
な
い
方
へ

の
再
接
種
費
用
に
つ
い
て
助
成

制
度
を
要
望
し
て
き
た
。

答　
再
接
種
費
用
の
助
成
を
実

施
し
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
認
知
症
施
策
の
推
進
へ
体

制
強
化
を
求
め
て
き
た
。

答　
今
後
は
認
知
症
支
援
推
進

員
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
連
携
を
強
化
し
課

題
解
決
に
取
り
組
む
。
ま
た
業

務
分
担
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、

認
知
症
対
策
の
推
進
を
図
る
。

問　
障
が
い
の
あ
る
人
と
ご
家

族
が
地
域
で
生
活
す
る
た
め
、

障
が
い
福
祉
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
制
導
入
を
提
案
し
て
き
た
。

取
組
と
効
果
を
問
う
。

答　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
制
を
導

入
す
る
。
相
談
員
を
固
定
化
す

る
こ
と
で
、
切
れ
目
な
く
障
が

い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
な
ど
に

寄
り
添
い
、
伴
走
し
な
が
ら
支

援
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
体

制
構
築
が
可
能
と
な
る
。

問　
空
き
家
の
利
活
用
を
求
め

て
き
た
。
今
後
の
取
組
は
。

答　
空
き
家
化
の
予
防
、
空
き

家
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
建
物
等

の
有
効
な
利
活
用
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
令
和
４
年
度
中
に
（
仮

称
）
西
東
京
市
空
き
家
バ
ン
ク

の
創
設
準
備
を
進
め
る
。

問　
市
道
104
号
線
整
備
事
業
に

併
せ
て
駅
前
広
場
環
境
空
間
も

活
用
し
た
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
つ
い
て
提
案
を
し
て
き
た
。

答　
駅
前
全
体
の
特
性
に
合
わ

せ
た
利
活
用
な
ど
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
行
い
、
活
力
あ
る
駅
前
と

な
る
よ
う
取
組
を
進
め
る
。

問　
第
３
次
総
合
計
画
、
各
種

個
別
計
画
策
定
に
つ
い
て
。

答　
多
く
の
計
画
が
並
行
し
て

検
討
に
入
る
こ
と
か
ら
、
庁
内

で
横
断
的
な
検
討
組
織
を
設
置

し
取
組
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
策
定
を
進
め

る
中
で
見
え
て
き
た
課
題
を
共

有
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し

横
の
連
携
強
化
を
図
る
。

問　
全
て
の
人
が
そ
の
恩
恵
を

最
大
限
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
実
現
こ
そ
が
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
目
的
と
考
え
る
。

本
市
が
目
指
す
方
向
性
、
令
和

４
年
度
の
取
組
を
伺
う
。

答　
業
務
改
革
を
意
識
す
る
中

で
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
人

的
資
源
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
。
令
和
４
年
度

は
、
地
域
情
報
化
方
針
《
重

点
》
に
位
置
付
け
た
27
の
取
組

を
着
実
に
進
め
る
。

問　
昨
年
12
月
か
ら
西
東
京
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
ま
で
他
市
の
事
例
を
紹
介

し
具
体
的
な
機
能
拡
充
を
求
め

て
き
た
。
今
後
の
方
向
性
は
。

答　
先
進
自
治
体
等
の
取
組
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
担
当
者
で

構
成
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
部
会
や
課

長
級
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会

で
機
能
拡
充
に
向
け
検
討
す
る
。

問　
公
明
党
が
提
案
し
た
お
く

や
み
窓
口
が
令
和
４
年
度
開
設

さ
れ
る
。
各
窓
口
を
回
ら
な
く

て
も
よ
く
な
り
大
変
に
あ
り
が

た
い
。
概
要
を
伺
う
。

答　
令
和
４
年
８
月
を
目
処
に
、

田
無
庁
舎
２
階
に
設
置
。
ご
遺

族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
対

面
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

う
専
用
窓
口
と
な
る
。
事
前
予

約
制
と
す
る
が
臨
機
応
変
に
対

応
す
る
。

第96号令和4年（2022年）5月15日

資料閲覧システム操作研修利用者向け講習会

児童発達支援センターイメージキャラクター
「ひいらぎちゃん」

西東京市のＤＸ＊

　社会や地方議会を取り巻く環境の大きな変
化に対応するため、推進されるＤＸについて、
また本市の実情について研修会を行いました。
日程　令和４年２月10日
場所　田無庁舎議会棟４階及びオンライン
講師　西東京市情報政策専門員
　　　佐藤 佳弘 氏

西東京市公式 LINE

＊ヤングケアラー　一般に、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子ども。
＊ＤＸ　�デジタルトランスフォーメーション。企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズをもとに、製品やサービス、ビジネスモデルを変革する

とともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。

議会 NEWS議会 NEWS ① ① 議会でのタブレット端末利用の試行を始めました
　議会運営の効率化や活性化と紙資源の節約に取り組むため、令和
４年第１回定例会からタブレット端末利用の試行を始めました。
　全ての議員にタブレット端末が貸与され、「ペーパーレス会議シ
ステム」を利用し、現在、一部資料を各議員のタブレット端末で閲
覧できます。タブレット端末では資料を見るだけではなく、情報を
書き込むことも可能です。紙と同じように使用ができ、今後は紙資

料の削減、重複した資料の縮減、携帯性・利便性の向上が見込まれ
ます。また、情報共有の同時性の実現により、会議の活性化、議員
活動の充実化、そしてさらなる開かれた議会の活性化の取組を進め
ていきます。
　導入にあたり、本市のＤＸの実情や、タブレット端末の操作方法
などについて研修を行いました。



5

議会 NEWS議会 NEWS ② ②
令和３年度の視察受入状況を報告します。
　市議会では、当市の先進的、独自性のある各種事業について、
毎年、全国の多くの地方議会議員の方々による行政視察を受け入
れています。
　令和３年度は、下表のとおり合計６団体を受け入れました。

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

貧
困
と
格
差
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

命
と
暮
ら
し
守
る
市
政
へ
転
換
を

藤　
岡　
智　
明

大　
竹　
あ
つ
子

中　
村　
す
ぐ
る

保　
谷　
清　
子

立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
！

声
を
形
に
す
る
の
が
市
長
の
役
目

佐　
藤　
大　
介

森　
　
し
ん
い
ち

憲
法
９
条
改
憲
に
つ
い
て

問　
岸
田
政
権
の
下
で
、
憲
法

９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
し
、
海

外
で
戦
争
参
加
で
き
る
よ
う
に

す
る
改
憲
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
の

市
長
と
し
て
憲
法
９
条
改
憲
に

つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

答　
国
政
の
場
で
議
論
を
尽
く

す
と
と
も
に
、
国
民
の
間
に
お

い
て
も
十
分
な
議
論
を
深
め
て

い
く
課
題
で
あ
る
。

意
見　
非
核
平
和
都
市
宣
言
は

ま
さ
に
平
和
憲
法
９
条
を
貫
い

て
い
る
。
こ
の
立
場
で
の
し
っ

か
り
し
た
意
見
を
発
す
る
べ
き

だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

問　
感
染
拡
大
は
依
然
深
刻
な

市
長
の
政
治
姿
勢

問　
市
長
と
は
、
市
民
一
人
一

人
の
価
値
観
を
尊
重
し
、
と
も

に
尊
敬
し
合
え
る
関
係
と
な
る

の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
市

長
が
考
え
る
多
様
性
と
は
。

答　
一
人
一
人
の
違
い
を
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要

で
あ
る
。
多
様
性
へ
の
理
解
は

様
々
な
取
組
の
中
で
重
要
と
な

る
基
本
的
な
考
え
の
１
つ
で
あ

る
と
認
識
し
、
政
策
判
断
を
は

じ
め
と
す
る
市
政
運
営
全
般
に

お
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

状
況
だ
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充

と
自
主
的
検
査
へ
の
検
査
料
支

援
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
無

料
検
査
対
策
を
求
め
る
。

答　
無
症
状
者
に
つ
い
て
は
東

京
都
が
現
在
無
料
検
査
を
実
施

中
。
行
政
検
査
は
市
内
52
医
療

機
関
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
中
。

検
査
環
境
は
拡
充
さ
れ
て
い
る
。

意
見　
感
染
の
早
期
発
見
を
重

視
し
、
い
つ
で
も
誰
で
も
受
け

ら
れ
る
市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
拡
充
の
検
討
を
強
く
求
め
る
。

問　
都
保
健
所
と
市
で
、
自
宅

療
養
者
情
報
が
共
有
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
市
独
自

で
プ
ッ
シ
ュ
型
の
自
宅
療
養
者

へ
の
要
望
・
意
見
を
聞
き
取
り
、

買
物
や
介
護
な
ど
の
支
援
を
行

高
齢
者
応
援
カ
ー
ド
事
業

問　
福
祉
目
線
で
ど
の
よ
う
な

事
業
効
果
を
期
待
し
て
い
る
か
。

答　
閉
じ
籠
も
り
が
ち
な
高
齢

の
方
々
が
外
に
出
る
動
機
づ
け

と
な
る
よ
う
周
知
し
、
社
会
的

フ
レ
イ
ル
解
消
に
つ
な
げ
て
い

く
。

認
知
症
に
つ
い
て

問　
脳
の
老
化
は
40
代
後
半
か

ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

65
歳
以
上
か
ら
発
症
す
る
方
が

多
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る
。

も
の
忘
れ
予
防
検
診
受
診
の
対

う
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

答　
感
染
症
法
に
基
づ
く
疫
学

調
査
の
実
施
主
体
は
東
京
都
と

の
基
本
原
則
を
踏
ま
え
、
食
料

支
援
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ

ー
貸
与
等
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　
自
宅
療
養
者
は
依
然
多

い
。
情
報
共
有
を
生
か
し
て
市

独
自
の
支
援
は
工
夫
次
第
で
実

施
で
き
る
。
検
討
す
べ
き
だ
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

問　
施
政
方
針
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
が
発
せ
ら
れ
、

２
０
５
０
年
度
ま
で
に
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
を
目
指
し
、
中
間
的
節

目
の
２
０
３
０
年
度
削
減
目
標

は
２
０
１
３
年
度
比
46
％
と
あ

る
。
こ
れ
は
世
界
水
準
か
ら
見

て
低
水
準
に
あ
る
国
基
準
と
同

象
者
は
70
歳
か
ら
80
歳
だ
が
、

65
歳
か
ら
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

答　
今
年
度
の
状
況
を
効
果
検

証
し
、
来
年
度
へ
の
課
題
、
改

善
等
を
検
討
し
て
い
く
。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
在
宅
で

過
ご
す
時
間
が
多
く
、
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
、
特

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
は
例
年

に
比
べ
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

効
果
的
な
方
策
は
。

答　
正
し
く
分
別
す
る
こ
と
が

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
と
な

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
、

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
推

進
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
ご

み
の
分
別
方
法
や
分
別
の
徹
底

に
つ
い
て
周
知
に
取
り
組
む
。

旧
市
民
会
館
に
つ
い
て

問　
市
民
会
館
跡
地
活
用
事
業

者
が
選
定
さ
れ
、
基
本
方
針
が

示
さ
れ
た
が
、
民
間
施
設
と
公

共
施
設
の
動
線
は
分
け
ら
れ
て

い
る
の
か
。

答　
基
本
方
針
に
お
い
て
公
共

施
設
に
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る

動
線
が
確
保
さ
れ
た
提
案
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

問　
旧
市
民
会
館
解
体
工
事
で

ア＊
ス
ベ
ス
ト
が
見
つ
か
り
工
期

が
３
か
月
延
伸
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
を
１
か
月
短
縮
す

る
た
め
に
市
長
は
945
万
８
千
円

の
別
途
追
加
予
算
を
提
案
し
た
。

工
期
の
延
伸
を
３
か
月
か
ら
２

か
月
に
短
縮
す
る
だ
け
の
た
め

に
945
万
８
千
円
の
予
算
を
組
む

の
で
あ
れ
ば
、
他
に
も
っ
と
や

る
べ
き
事
業
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
市
民
が
納
得
の
い
く
説

明
を
求
め
る
。

答　
工
期
の
短
縮
と
そ
れ
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
は
、
工
期
短

縮
を
優
先
的
に
考
え
、
周
辺
の

影
響
や
跡
地
活
用
へ
の
影
響
を

勘
案
し
、
工
期
を
短
縮
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
判
断
に
至
っ

た
。

そ
の
他
質
問　
21
項
目

じ
だ
。
目
標
設
定
の
考
え
方
を

伺
う
。

答　
国
基
準
は
パ
リ
協
定
の
基

本
目
標
と
整
合
し
、
協
定
内
容

に
も
貢
献
で
き
る
も
の
だ
。
市

の
事
務
事
業
か
ら
排
出
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
は
51

％
を
目
指
す
。
市
民
、
事
業
者
、

市
行
政
が
一
体
と
な
り
オ
ー
ル

西
東
京
で
取
り
組
む
。

意
見　
国
の
低
い
目
標
値
は
世

界
的
に
も
批
判
が
あ
る
。
市
の

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
構
え
が

問
わ
れ
る
。
よ
り
高
い
目
標
水

準
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

予
算
編
成
と
行
財
政
改
革

問　
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
と
行
政
運
営
と
両

面
か
ら
編
成
し
た
と
あ
る
が
、

行
財
政
改
革
と
の
関
連
を
問
う
。

答　
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
し
、
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
、
よ
り
効
果

が
高
い
も
の
に
見
直
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
必
要
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

ま
で
削
減
し
た
の
で
は
、
市
民

生
活
の
安
定
は
図
れ
な
い
。
サ

ー
ビ
ス
と
行
政
運
営
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

公
共
施
設
再
編
計
画

問　
昨
年
８
月
の
関
係
団
体
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
概
要
と
結
果

公
表
の
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
書
面
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
21
団
体
か
ら
３09
件
の

回
答
が
あ
っ
た
。
今
年
の
夏
頃

に
公
表
が
で
き
る
よ
う
分
析
・

検
討
を
し
て
い
る
。

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
資
料
の
中

で
「
縮
充
」
と
い
う
新
た
な
考

え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
は
、
市
民
へ
の
痛
み
を
伴

う
受
益
者
負
担
の
見
直
し
に
つ

い
て
も
言
及
が
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
市
の
方
針
な
の
か
。

答　
「
縮
充
」
の
考
え
方
は
あ

意
見

く
ま
で
参
考
事
例
と
し
て
資
料

に
掲
載
し
た
。

　
　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
る
受
益
者
負
担
の
見

直
し
（
有
料
化
や
値
上
げ
）
は

安
易
に
検
討
す
べ
き
で
な
い
。

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
の
貧
困
調
査
で
は
、

相
対
的
貧
困
に
あ
る
の
は
一
人

親
よ
り
も
二
人
親
の
方
が
多
く
、

乳
幼
児
よ
り
も
15
歳
以
上
の
子

を
持
つ
世
帯
の
方
が
貧
困
率
が

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
市

で
は
こ
れ
ま
で
小
学
生
ま
で
の

調
査
し
か
し
て
い
な
い
。
高
校

生
世
代
も
含
め
た
実
態
調
査
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
市
民
の
実
態
把
握
に
努
め
、

子
ど
も
の
貧
困
等
子
ど
も
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

意
見　
早
期
に
実
態
調
査
に
取

り
組
み
、
施
策
に
生
か
す
べ
き
。

高
校
生
の
医
療
費
無
料
化
を

問　
東
京
都
は
２
０
２
３
年
４

月
か
ら
合
意
が
得
ら
れ
た
市
か

ら
高
校
生
の
医
療
費
無
料
化
を

拡
大
す
る
方
針
だ
。
本
市
も
導

意
見

入
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

答　
都
と
連
携
を
図
っ
た
子
育

て
施
策
に
努
め
る
。

学
校
選
択
制
度
の
見
直
し

問　
小
中
学
校
の
１
年
生
が
指

定
校
以
外
の
学
校
を
選
べ
る
学

校
選
択
制
は
、
実
施
か
ら
18
年

経
ち
、
児
童
生
徒
数
の
見
込
み

が
困
難
な
ど
の
課
題
が
起
き
て

い
る
。
制
度
の
見
直
し
の
た
め
、

「
学
校
選
択
制
度
に
関
す
る
検

討
懇
談
会
」
が
設
置
さ
れ
、
１

万
４
千
人
を
対
象
に
学
校
選
択

制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
が
、
校
長
や
教
職

員
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

校
長
・
教
職
員
の
意
見
も
聞
く

べ
き
だ
。

答　
検
討
懇
談
会
に
小
中
学
校

の
校
長
も
入
っ
て
い
る
の
で
、

意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

各
学
校
へ
の
調
査
は
、
検
討
会

の
中
で
判
断
し
て
い
く
。

意
見　
学
校
選
択
制
見
直
し
の

た
め
に
も
、
個
々
の
校
長
・
教

職
員
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
大

事
で
あ
り
、
検
討
を
求
め
る
。

令和３年度視察受入状況
月 日 都道府県 市町村名 視察目的

5 月11日 京都府 舞鶴市 フレイル予防（オンラインによる視察）

11月11日 愛知県 安城市 指定管理者による公園の一括管理について

11月16日 東京都 小平市 情緒固定級について

11月26日 東京都 小金井市 市立小中学校でのオンライン授業の取組について

12月22日 東京都 八王子市 (1)西東京市子ども条例について
(2)子ども相談室ほっとルーム

1 月28日 東京都 小平市 ＧＩＧＡスクール構想の取組について

第96号令和4年（2022年）5月15日

ストップ地球温暖化

解体中の旧市民会館

＊アスベスト　�石綿。天然にできた鉱物繊維。熱に強く、摩擦に強く切れにくい、酸やアルカリにも強いなど、丈夫で変化しにくいという特性がある。そのため、吸い込んで肺の中に入ると組織に刺さ
り、15～40年の潜伏期間を経て、肺がん、悪性中皮腫（悪性の腫瘍）などの病気を引き起こすおそれがある。
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生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

脱
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り
へ

地
球
温
暖
化
対
策
が
大
き
く
前
進
！

後　
藤　
ゆ
う
子

か
と
う　
涼　
子

待
っ
た
な
し
！
温
暖
化
対
策

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
に
伴
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
由
来
の
電
力
に
切
り
替
え

る
施
設
は
ど
こ
か
。

答　
エ
コ
プ
ラ
ザ
、
保
育
園
、

集
会
所
等
、
受
変
電
設
備
の
な

い
約
1２0
施
設
は
７
月
か
ら
、
田

無
庁
舎
、
防
災
セ
ン
タ
ー
、
小

中
学
校
、
図
書
館
、
公
民
館
等
、

受
変
電
設
備
の
あ
る
約
50
施
設

は
10
月
か
ら
切
替
予
定
。

問　
森
林
整
備
に
よ
る
カ＊
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
の
展
開
を

要
望
し
て
き
た
。
概
要
は
。

答　
森
林
環
境
譲
与
税
等
を
原

資
に
自
治
体
間
連
携
に
よ
り
実

問　
生
活
保
護
の
扶
養
照
会
は
、

個
人
の
尊
重
を
冒
す
。

答　
扶
養
照
会
は
保
護
の
要
件

で
は
な
い
。
本
市
は
本
人
の
同

意
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。

問　
生
活
保
護
に
は
偏
見
が
あ

る
。
扶
養
照
会
に
も
懸
念
が
あ

る
。
生
活
保
護
の
利
用
が
進
ま

な
い
原
因
だ
。
ど
う
す
る
。

答　
国
民
の
権
利
で
あ
り
、
周

知
に
工
夫
を
し
た
い
。

問　
ワ
ク
チ
ン
は
打
つ
リ
ス
ク

と
利
益
、
打
た
な
い
リ
ス
ク
と

利
益
が
示
さ
れ
て
初
め
て
任
意
、

自
己
責
任
に
な
る
。
公
開
は
十

分
か
。
５
歳
か
ら
11
歳
の
接
種

に
は
問
題
が
あ
る
。

答　
ク
ー
ポ
ン
券
や
接
種
券
に

同
封
し
た
文
書
に
も
任
意
だ
と

掲
載
し
て
い
る
。
小
児
も
中
等

問　
小
学
校
通
学
路
合
同
点
検

で
、
令
和
２
年
度
、
３
年
度
と

同
じ
と
こ
ろ
が
点
検
箇
所
に
上

が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
問

題
だ
。
優
先
的
に
解
決
を
。　

答　
子
ど
も
た
ち
の
命
を
最
優

先
に
し
っ
か
り
と
安
全
対
策
を

取
っ
て
い
き
た
い
。

問　
横
断
歩
道
で
「
歩
行
者
が

い
た
ら
止
ま
る
」
の
徹
底
を
。

答　
ど
の
よ
う
な
効
果
的
な
取

組
が
で
き
る
か
、
田
無
警
察
署

や
交
通
安
全
協
会
等
と
も
連
携

し
て
検
討
す
る
。

問　
北
町
５
丁
目
か
ら
６
丁
目

を
東
西
に
走
る
３
・
３
・
14
号

線
に
横
断
歩
道
の
設
置
を
。

答　
田
無
警
察
署
に
継
続
し
て

要
望
す
る
。

問　
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

コ
ロ
ナ
出
口
戦
略
に
向
け
て

問　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
第

二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
戦
略

が
重
要
だ
。
伴
走
型
支
援
を
強

化
す
る
た
め
の
取
組
は
。

答　
継
続
的
に
自
立
相
談
支
援

員
が
寄
り
添
い
就
学
準
備
支
援

事
業
、
就
労
支
援
、
生
涯
現
役

応
援
窓
口
等
と
連
携
し
て
い
る
。

学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
危
機
管
理�

問　
デ
ジ
タ
ル
教
育
の
推
進
と

同
時
に
、
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す

る
有
害
サ
イ
ト
や
犯
罪
か
ら
子

ど
も
を
守
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
強
化
が
重
要
だ
。
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
の
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
機
能
等

対
策
は
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
不
適
切
な

サ
イ
ト
の
閲
覧
を
禁
止
す
る
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
を
し
て
い

施
す
る
。
学
校
教
育
と
の
連
携

も
研
究
し
た
い
。

意
見　
行
動
変
容
へ
と
つ
な
が

る
波
及
性
の
あ
る
取
組
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

小
児
へ
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
積

極
勧
奨
に
反
対
す
る

問　
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
現
時
点
で
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
対
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が

確
定
的
で
な
く
、
努
力
義
務
の

規
定
は
適
用
し
な
い
と
明
示
さ

れ
て
い
る
。
接
種
券
を
希
望
者

の
み
に
送
付
で
き
な
い
か
。

答　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
安
全

性
、
副
反
応
や
手
続
の
迅
速
な

情
報
提
供
が
重
要
で
あ
り
一
括

送
付
す
る
。

問　
杉
並
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
週
ご
と
に
年
代
別
の

感
染
者
数
、
重
症
者
数
、
重
症

化
率
、
死
亡
者
数
が
掲
載
さ
れ

現
時
点
で
子
ど
も
は
全
て
ゼ
ロ

だ
。
本
市
の
子
ど
も
の
重
症
者

数
、
重
症
化
率
、
死
亡
数
は
。

答　
東
京
都
か
ら
情
報
提
供
を

さ
れ
て
い
な
い
。

産
後
ケ
ア
と
子
ど
も
食
堂

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
産
後
ケ
ア

事
業
の
拡
充
を
求
め
る
。

症
や
重
症
の
例
が
あ
り
、
接
種

の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

問　
打
つ
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し

た
あ
と
で
任
意
と
言
わ
れ
て
も

任
意
に
な
ら
な
い
。
小
児
の
接

種
は
推
奨
で
き
な
い
。

答　
厚
労
省
の
情
報
な
ど
を
ど

う
伝
え
る
か
検
討
し
た
い
。

問　
広
報
の
現
状
と
在
り
方
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
有
益
か
つ
必
要
な
情
報
発

信
に
努
め
て
い
る
。

問　
香
害
の
認
識
は
。

答　
人
に
不
快
感
を
与
え
身
体

に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

意
見　
生
活
保
護
は
関
心
が
な

い
人
た
ち
に
広
ま
っ
て
始
め
て

理
解
が
深
ま
る
。
香
害
は
無
自

覚
の
加
害
者
が
知
っ
て
初
め
て

解
決
す
る
。
工
夫
が
必
要
だ
。

９
号
線
と
東
大
農
場
通
り
の
交

差
点
、
六
角
地
蔵
尊
交
差
点
の

所
沢
街
道
北
西
側
に
横
断
歩
道

の
設
置
を
。

答　
事
業
主
体
で
あ
る
東
京
都

に
改
善
に
向
け
た
対
策
の
検
討

を
要
望
す
る
。

問　
保
谷
新
道
の
保
谷
駅
南
口

付
近
が
危
険
。
無
電
柱
化
の
検

討
状
況
は
。

答　
都
道
の
優
先
検
討
路
線
。

早
期
整
備
を
都
に
要
請
し
た
。

問　
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
パ
ー
ク
周
辺
の

道
路
、
深
大
寺
街
道
な
ど
が
危

険
。
歩
行
空
間
の
確
保
を
要
望

し
た
が
そ
の
後
の
状
況
は
。

答　
銀
行
側
か
ら
、
運
動
場
の

北
側
及
び
西
側
道
路
に
一
定
の

歩
行
空
間
を
確
保
す
る
と
伺
っ

て
い
る
。

る
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
側
の
ブ
ロ

ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
は
使
用
し
て
い

な
い
が
十
分
対
応
で
き
る
。

若
者
サ
ミ
ッ
ト
の
案
は
ど
こ
に�

問　
子
ど
も
が
ど
真
ん
中
と
言

う
が
田
無
駅
南
口
駅
前
広
場
の

若
者
サ
ミ
ッ
ト
案
は
全
く
採
用

さ
れ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。

答　
多
世
代
が
交
流
す
る
場
、

非
日
常
が
感
じ
ら
れ
る
場
と
い

う
内
容
だ
っ
た
。
今
後
、
田
無

駅
南
口
の
整
備
の
調
査
を
行
い
、

整
備
イ
メ
ー
ジ
の
検
討
を
行
う
。

東
大
農
場
と
環
境
学
習

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
東
大
生
態
調
和

農
学
機
構
と
長
年
培
っ
た
環
境

学
習
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
こ
れ
ま
で
数
々
協
力
し
て

き
た
の
で
連
携
を
図
る
。

答　
育
児
不
安
の
高
ま
り
を
受

け
、
新
た
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
取
り
入
れ
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
食
堂

は
17
団
体
に
増
加
し
た
。
市
は

ど
う
支
え
て
い
く
の
か
。

答　
新
た
な
補
助
事
業
で
団
体

の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
側
面

的
に
支
援
す
る
。

今
こ
そ
保
育
の
質
の
確
保
を

問　
近
隣
市
の
公
立
保
育
園
廃

止
に
激
震
が
走
っ
て
い
る
。
公

立
保
育
園
の
役
割
と
は
何
か
。

答　
福
祉
課
題
を
抱
え
た
子
・

家
庭
の
支
援
や
保
育
の
質
の
確

保
は
公
の
役
割
で
あ
る
。

問　
公
立
の
基
幹
型
保
育
園
は

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
機

能
を
担
う
が
、
エ
リ
ア
の
再
編

に
合
わ
せ
、
５
園
か
ら
９
園
へ

と
拡
充
す
べ
き
だ
。

答　
９
つ
あ
る
中
学
校
区
設
置

に
向
け
て
検
討
を
広
げ
る
必
要

が
あ
る
。

多
様
な
就
労
機
会
の
確
保
を

問　
障
害
の
あ
る
方
へ
の
就
労

機
会
の
創
出
を
要
望
す
る
。

答　
庁
内
に
お
け
る
職
場
実
習

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
後
は
雇

用
の
検
討
も
進
め
て
い
く
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

　
　
　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
、
世
界
を
震

撼
さ
せ
た
。
原
発
、
学
校
、
小

児
科
・
産
科
病
棟
等
、
無
差
別

的
な
攻
撃
を
続
け
、
何
百
人
も

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
る
中
、

何
も
で
き
な
い
自
分
に
、
自
問

自
答
し
な
が
ら
、
質
問
を
す
る
。

市
長
は
「
最
善
の
努
力
を
」

問　
①
家
庭
内
感
染
も
含
め
、

ま
ん
延
防
止
を
見
据
え
た
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
②
医
療
の
ひ

っ
迫
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
環

境
へ
の
対
応
③
飲
食
業
界
へ
の

対
応
④
小
中
学
生
の
行
事
が
い

つ
も
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
。

意
見

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
「
絶
対

コ
ロ
ナ
の
せ
い
に
し
な
い
」
、

そ
し
て
「
今
で
き
る
最
善
の
努

力
を
す
る
こ
と
」
、
こ
れ
が
市

長
の
責
務
で
は
な
い
の
か
。

答　
感
染
症
の
流
行
は
日
常
生

活
に
多
く
の
制
約
が
か
か
り
、

そ
の
影
響
は
様
々
出
て
い
る
。

意
見　
市
長
の
生
の
声
で
、
心

の
籠
も
っ
た
「
最
善
の
努
力
を

す
る
」
と
い
う
言
葉
を
頂
き
た

か
っ
た
。
私
は
、
人
の
せ
い
に

す
る
と
い
う
の
は
大
嫌
い
だ
。

　
自
分
が
一
生
懸
命
努
力
す
る

こ
と
が
、
皆
に
も
通
じ
る
。
コ

ロ
ナ
に
負
け
な
い
、
コ
ロ
ナ
の

せ
い
に
し
な
い
。
今
で
き
る
最

善
の
努
力
を
私
は
惜
し
み
な
く

し
て
い
こ
う
と
思
う
。

一般質問

「
最
善
の
努
力
」
の
言
葉
を
求
め
て
!!

小　
峰　
和　
美
（
無
所
属
①
）

一般質問

個
人
の
尊
厳
を
冒
す
扶
養
照
会
は
廃
止

市
民
相
互
の
理
解
が
進
む
情
報
公
開
を

森　
　
て
る
お
（
無
所
属
②
）

一般質問

子
ど
も
の
命
を
最
優
先
に

通
学
路
の
安
全
対
策
に
取
り
組
め
！

田　
村　
ひ
ろ
ゆ
き
（
無
所
属
④
）

一般質問

子
ど
も
を
狙
う
ネ
ッ
ト
犯
罪
の
多
発

学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
危
機
管
理
徹
底
を

納　
田　
さ
お
り
（
無
所
属
③
）

第96号令和4年（2022年）5月15日

ゼロカーボンシティ宣言のぼり旗（田無庁舎入口）

＊カーボンオフセット　�日常生活や経済活動において避けることができないＣＯ２等の温室効果ガスの排出について、まずできるだけ排出量が減るよう削減努力を行い、どうしても排出される温室効
果ガスについて、排出量に見合った温室効果ガスの削減活動に投資すること等により排出される温室効果ガスを埋め合わせるという考え方。

ゼロカーボンシティとは
　環境省では、「2050年に二酸
化炭素（温室効果ガス）排出量
を実

※
質ゼロにすることを目指す

旨を市長が公表した地方自治体」
を「ゼロカーボンシティ」とし
ています。

ゼロカーボンシティの宣言
　西東京市は、地域全体で脱炭
素社会の実現を目指し、環境負
荷の少ないまちを次世代につな
ぐため、令和４年２月25日、ゼ
ロカーボンシティの実現を目指
すことを宣言しました。

※ 「排出量を実質ゼロ」とは、二酸化
炭素などの温室効果ガスの人為的な
発生源による排
出量と、森林等
の吸収源による
除去量との均衡
を達成すること
です。

「ゼロカーボンシティ宣言」

用語解説
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委
員
会
の
審
査
か
ら

　
議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願・陳
情
は
、原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇�

審
査
内
容
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開
予
定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
常
任
委
員
会
の
模
様
は
、
常
任
委
員
会
中
継
か
ら
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
公
開
期
間
は
、
次
の
定
例
会
の
委
員
会
の
録
画
中
継
が
公
開
さ
れ
る
ま
で
、
臨
時
会
分
に
つ
い
て
は
、
公
開
の
日
か
ら
３
か
月
間
で
す
。

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

「
西
東
京
市
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」

「
西
東
京
市
長
等
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

「
西
東
京
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
西
東
京
市
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、

特
別
職
の
報
酬
等
を
改
め
る
も

の【
主
な
質
疑
】

問　
現
行
と
改
正
後
の
年
収
比

較
は
。

答　
市
長
が
マ
イ
ナ
ス
0
・
3

％
、
副
市
長
が
マ
イ
ナ
ス
0
・

21
％
、
教
育
長
が
マ
イ
ナ
ス

0
・
20
％
、
常
勤
の
監
査
委
員

が
マ
イ
ナ
ス
0
・
19
％
、
議
長

が
マ
イ
ナ
ス
0
・
35
％
、
副
議

長
が
マ
イ
ナ
ス
0
・
42
％
、
常

任
委
員
長
等
が
マ
イ
ナ
ス
0
・

30
％
、
議
員
が
マ
イ
ナ
ス
0
・

36
％
。

問　
議
員
報
酬
及
び
市
長
等
の

特
別
職
の
給
与
も
含
め
た
今
後

の
考
え
方
に
つ
い
て
、
類
似
団

体
と
の
比
較
を
検
討
す
べ
き
。

答　
本
市
の
取
組
、
体
系
、
水

準
を
含
め
た
在
り
方
や
、
審
議

の
期
間
の
検
証
と
併
せ
て
、
他

団
体
と
の
比
較
な
ど
、
今
後
ど

の
よ
う
な
姿
で
あ
る
べ
き
か
を

検
討
し
て
い
く
。

問　
今
後
の
審
議
会
の
開
催
に

つ
い
て
の
市
の
考
え
方
は
。

答　
こ
の
間
５
年
を
基
準
と
し

て
考
え
て
き
た
が
、
他
団
体
の

調
査
な
ど
も
含
め
て
準
備
し
、

一
度
審
議
会
を
開
催
し
、
開
催

の
時
期
な
ど
検
証
す
る
機
会
を

設
け
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
西
東
京
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
部
長
級
職
員
の
給
与

体
系
の
見
直
し
に
伴
い
、
関
連

す
る
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

で
、
部
長
級
職
員
の
号
給
を
区

別
せ
ず
、
単
一
の
号
給
と
し
、

改
定
内
容
、
管
理
職
手
当
の
影

響
、
期
末
・
勤
勉
手
当
の
見
直

し
な
ど
を
す
る
も
の

【
主
な
質
疑
】

問　
改
定
に
よ
り
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
か
。

答　
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を

拡
大
す
る
こ
と
で
、
業
績
を
適

切
に
反
映
す
る
制
度
と
考
え
る
。

問　
期
末
手
当
、
1
・
8
月
、

勤
勉
手
当
、
2
・
65
月
の
根
拠

は
。

答　
東
京
都
人
事
委
員
会
勧
告

に
示
さ
れ
た
部
長
級
期
末
手

当
・
勤
勉
手
当
の
月
数
を
採
用

し
た
。

問　
今
後
、
２
号
給
も
含
め
職

責
に
応
じ
た
管
理
職
の
在
り
方

を
検
討
す
べ
き
。
見
解
は
。

答　
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
、
組
織
の
課
題
も
多
岐
に

わ
た
る
。
組
織
力
強
化
に
向
け

一
定
程
度
組
織
の
中
で
判
断
を

素
早
く
で
き
る
組
織
体
制
、
そ

れ
を
担
う
職
責
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

っ
て
事
業
展
開
を
す
る
と
い
う

提
案
、
市
や
市
民
の
文
化
芸
術

活
動
の
現
状
の
把
握
状
況
な
ど

が
評
価
を
さ
れ
た
。

問　
カ
フ
ェ
に
特
化
す
る
提
案

は
、
保
谷
庁
舎
が
な
く
な
り
敷

地
内
の
利
用
者
が
大
き
く
減
っ

た
こ
と
に
よ
る
が
、
保
谷
庁
舎

の
跡
地
活
用
の
検
討
の
中
で
見

直
し
が
可
能
な
の
か
、
協
定
を

結
ぶ
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
は
。

答　
指
定
管
理
期
間
が
始
ま
っ

て
か
ら
で
も
調
整
が
可
能
と
聞

い
て
い
る
。
状
況
に
合
わ
せ
て

柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
事
業
の
見
直
し
、
改
善
、

収
益
を
確
保
す
る
こ
と
へ
の
事

業
者
の
考
え
方
は
。

答　
実
施
し
て
き
ち
ん
と
確
認

す
る
体
制
を
取
っ
て
い
く
、
他

施
設
の
実
績
や
成
功
事
例
も
導

入
し
な
が
ら
改
善
を
し
て
い
く

と
い
う
考
え
方
が
、
基
本
事
業

計
画
書
の
中
で
示
さ
れ
て
い
た
。

問　
今
の
事
業
者
と
の
雇
用
契

約
で
働
く
方
の
雇
用
の
継
続
は
、

契
約
書
上
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答　
現
在
の
指
定
管
理
者
の
指

定
管
理
期
間
が
令
和
５
年
３
月

ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
期

間
は
契
約
し
て
い
な
い
。

問　
「
は
な
み
ず
き
」
の
厨
房

改
修
、
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
の
和

式
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て

の
利
用
者
意
見
の
反
映
は
。

答　
改
修
工
事
の
費
用
は
指
定

管
理
者
で
で
き
る
50
万
円
ま
で

と
い
う
と
こ
ろ
を
超
え
て
し
ま

う
た
め
、
市
と
し
て
き
ち
ん
と

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

和
６
年
度
か
ら
開
始
す
る
が
金

額
の
推
移
は
。

答　
令
和
６
年
度
か
ら
住
民
税

均
等
割
の
枠
組
み
で
国
税
と
し

て
森
林
環
境
税
を
１
千
円
徴
収

す
る
形
と
な
る
。
全
体
の
譲
与

額
は
令
和
４
・
５
年
で
500
億
円
、

令
和
６
・
７
年
で
600
億
円
、
市

町
村
と
都
道
府
県
の
分
配
比
率

は
令
和
４
・
５
年
で
88
対
12
、

令
和
６
・
７
年
で
90
対
10
と
な

り
、
歳
入
は
上
が
っ
て
い
く
。

問　
環
境
学
習
ツ
ア
ー
の
場
と

し
て
下
保
谷
四
丁
目
特
別
緑
地

保
全
地
区
を
考
え
ら
れ
る
か
。

答　
現
在
も
保
谷
第
一
小
や
栄

小
の
児
童
が
訪
れ
て
い
る
。
今

年
度
、
保
全
活
用
計
画
を
策
定

し
、
他
の
小
中
学
生
を
含
め
、

緑
に
親
し
む
貴
重
な
資
源
と
し

て
活
用
し
て
い
く
。

問　
全
国
的
に
、
担
い
手
不
足

で
森
林
の
放
置
、
後
継
者
不
足
、

外
国
資
本
の
参
入
と
い
っ
た
現

状
が
あ
る
。
森
林
が
有
す
る
公

益
的
機
能
に
関
す
る
普
及
啓
発

や
人
材
育
成
や
確
保
に
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
ち
貢
献
し
て
い

く
の
か
。

答　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
パ

リ
協
定
の
枠
組
み
の
も
と
、
我

が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
目
標
の
達
成
や
災
害
防
止
等

を
図
る
た
め
の
森
林
整
備
に
必

要
な
地
方
財
源
を
安
定
的
に
確

保
す
る
観
点
で
創
設
さ
れ
た
。

姉
妹
都
市
等
で
行
う
環
境
ツ
ア

ー
や
間
伐
材
を
使
用
し
た
木
工

製
品
に
よ
り
、
木
材
の
大
切
さ
、

森
林
の
公
益
的
機
能
を
普
及
さ

せ
て
い
き
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

令
和
３
年
に
採
択
・
趣
旨
採
択
さ

れ
た
請
願
・
陳
情
へ
の
市
の
対
応

　

市
議
会
で
採
択
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
は
、
市
長
や
教
育
長

に
送
付
さ
れ
、
そ
の
後
の
検
討

経
過
に
つ
い
て
市
議
会
に
報
告

さ
れ
ま
す
。

仮
設
の
図
書
館
を
設
け
て
も
ら

い
た
い
継
続
し
て
も
ら
い
た
い

陳
情

◆
採
択
年
月
日

令
和
３
年
３
月
30
日
趣
旨
採
択

◆
陳
情
事
項
概
要

　
中
央
図
書
館
の
耐
震
等
工
事

中
、
仮
設
図
書
館
を
設
け
、
機

能
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

◆
市
の
検
討
結
果

　
中
央
図
書
館
休
館
中
、
イ
ン

グ
ビ
ル
３
階
会
議
室
を
活
用
し
、

中
央
図
書
館
臨
時
窓
口
を
開
設

し
た
。

◆
理
由

　
中
央
図
書
館
で
の
サ
ー
ビ
ス

継
続
を
維
持
す
る
た
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

へ
の
対
策
を
踏
ま
え
、
開
設
し

た
。

気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
陳
情

◆
採
択
年
月
日

令
和
３
年
９
月
14
日

◆
陳
情
事
項
概
要

　
西
東
京
市
か
ら
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
発
表
し

て
ほ
し
い
。

◆
市
の
検
討
結
果

　
令
和
３
年
度
中
に
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
、「
２

０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
」
を
目
指
す
。

◆
理
由

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
生
き
る
未
来
の
環
境
を
守
る

た
め
、
気
候
変
動
対
策
と
し
て
、

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
組
を

実
行
す
る
。

「
西
東
京
市
保
谷
こ
も
れ
び
ホ

ー
ル
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」

【
説
明
】
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー

ル
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が

令
和
４
年
度
末
を
も
っ
て
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年

度
か
ら
の
５
年
間
の
指
定
を
行

う
も
の
。
公
募
を
行
い
、
２
団

体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
選
定
に

よ
り
株
式
会
社
ケ
イ
ミ
ッ
ク
ス

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
を
指
定

管
理
者
候
補
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
市
長
が
決
定
を
す
る
も

の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
今
回
選
定
さ
れ
た
事
業
者

は
、
具
体
的
に
面
接
審
査
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
の
内

容
、
全
体
と
し
て
の
評
価
だ
っ

た
の
か
。
特
徴
的
な
こ
と
は
。

答　
今
回
選
定
さ
れ
た
事
業
者

の
提
案
で
高
く
評
価
さ
れ
た
点

は
、
市
の
計
画
と
結
び
つ
け
た

事
業
を
計
画
し
て
提
案
を
し
て

い
る
点
に
加
え
、
サ
ー
ビ
ス
介

助
士
の
導
入
に
よ
り
、
高
齢
者
、

障
害
の
あ
る
方
を
は
じ
め
、
多

様
な
利
用
者
、
来
館
者
へ
の
対

応
に
配
慮
し
て
い
る
点
。
多
く

の
指
定
管
理
を
手
が
け
て
い
る

実
績
か
ら
、
事
例
等
を
水
平
展

開
し
て
施
設
運
営
に
生
か
し
て

い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る

点
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
８
時
30

分
か
ら
の
開
放
、
窓
口
受
付
時

間
の
拡
大
、
主
催
の
鑑
賞
事
業

実
施
時
の
駐
車
場
３
時
間
無
料

な
ど
の
市
民
目
線
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
と
い
う
点
。
カ
フ
ェ
を
使

「
西
東
京
市
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
基
金
条
例
に
つ
い
て
」

【
説
明
】
地
球
温
暖
化
の
防
止

対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
の
基

金
を
設
置
す
る
た
め
に
条
例
を

制
定
す
る
も
の

【
主
な
質
疑
】

問　
原
資
別
使
途
の
中
に
自
治

体
間
連
携
に
よ
る
カ＊

ー
ボ
ン
オ

フ
セ
ッ
ト
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
自
治
体
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

答　
市
の
姉
妹
都
市
及
び
友
好

都
市
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
環
境
学
習
ツ
ア
ー
の
内
容

は
。

答　
市
民
を
連
携
す
る
自
治
体

に
引
率
し
、
植
林
、
間
伐
の
体

験
を
通
じ
、
森
林
の
公
益
的
機

能
の
重
要
性
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
を

検
討
す
る
。

問　
一
般
寄
附
金
の
申
込
み
欄

に
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
項
目
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
ペ

ー
ジ
に
新
た
に
「
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
の
た
め
」
と
い
う
メ

ニ
ュ
ー
を
設
け
る
。

問　
幼
少
期
か
ら
の
環
境
教
育

や
若
い
世
代
が
林
業
や
森
林
保

全
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
作

り
が
重
要
。
教
育
分
野
で
考
え

る
機
会
を
作
れ
る
か
。

答　
子
ど
も
へ
の
学
習
は
環
境

学
習
ツ
ア
ー
が
中
心
と
な
る
。

学
校
と
は
社
会
科
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
の
連
携
を
考
え

て
い
き
た
い
。

問　
森
林
環
境
税
の
徴
収
が
令
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予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

　
令
和
３
年
度
補
正
予
算
・
令
和
４
年
度
当
初
・
補
正
予
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開
予
定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

◆
一
般
会
計
（
第
11
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
982
万
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
840
億
６
千
548
万
９
千
円
と
す

る
も
の
。

【
主
な
補
正
内
容
】

　
決
算
見
込
み
に
よ
る
歳
入
歳

出
予
算
の
整
理
・
調
整
な
ど

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
納
税
義
務
者
数
の
推
移
、
税

に
連
動
す
る
交
付
金
の
算
定

方
法

・
地
方
交
付
税
増
額
の
理
由
、

財
政
健
全
化
の
指
標
に
関
す

る
都
内
26
市
で
の
比
較
、
財

政
調
整
基
金
の
残
高
回
復
の

評
価

・
不
動
産
売
払
収
入
の
内
訳

・
庁
舎
統
合
方
針
の
見
直
し
に

よ
る
庁
舎
整
備
基
金
積
立
金

へ
の
影
響

・
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
寄
附
金
の
内
訳
、

充
当
先
、
寄
附
に
至
る
経
緯

の
把
握
と
分
析

・
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

条
例
に
よ
る
寄
附
金
内
訳
、

公
園
空
白
地
区
内
の
生
産
緑

地
及
び
借
地
公
園
の
把
握
と

み
ど
り
基
金
の
活
用

・
田
無
庁
舎
耐
力
度
調
査
の
調

査
方
法
、
評
価
、
今
後
の
調

査
の
実
施
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
見
直
し

・
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
運
営
管
理
費
の
内

訳
、
既
定
予
算
の
算
出
根
拠
、

休
館
に
伴
う
営
業
補
償
費
と

人
件
費
の
取
扱
い

・
コ
ロ
ナ
禍
、
雨
天
に
よ
る
市

民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
へ
の
影

令
和
３
年
度
補
正
予
算

響
、
今
後
の
工
夫
等

・
認
知
症
検
診
推
進
事
業
の
減

額
と
な
っ
た
理
由
、
事
業
の

評
価
、
市
独
自
の
工
夫
、
今

後
の
取
組
、
考
え
方

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
の
支
給
実
績
、
市
民

周
知
、
ひ
と
り
親
世
帯
と
そ

の
他
の
世
帯
を
分
け
た
理
由
、

高
校
生
の
い
る
生
活
保
護
世

帯
、
Ｄ
Ｖ
世
帯
、
新
生
児
の

い
る
世
帯
、
家
計
急
変
世
帯

等
の
把
握
、
庁
内
連
携

・
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特

例
事
業
の
背
景
と
目
的
、
事

業
者
へ
の
周
知
方
法
、
補
助

金
の
支
給
概
要
、
保
育
士
等

の
賃
金
配
分
の
確
認
方
法

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
等
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
費
の
執
行
内
容

・
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
11

号
線
整
備
事
業
費
の
清
算
人

選
任
申
立
て
の
件
数
と
内
容

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
等
の
関
連
事
業
と
児

童
・
生
徒
の
意
見
の
把
握
と

集
約
方
法

・
子
ど
も
を
笑
顔
に
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
教
育
委

員
会
と
し
て
の
意
向

・
体
育
館
空
調
設
備
リ
ー
ス
料

の
減
額
理
由

・
中
央
図
書
館
・
田
無
公
民
館

の
耐
震
補
強
等
改
修
工
事
の

終
了
の
時
期

・
開
館
時
間
に
つ
い
て
の
図
書

館
協
議
会
へ
の
諮
問
の
背
景

と
答
申
内
容
、
今
後
の
開
館

時
間
の
考
え
方

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

�

（
第
２
号
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

�

（
第
２
号
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

�

（
第
２
号
）

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

　
　
　

◆
一
般
会
計
及
び
補
正
予
算

�

（
第
１
号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
770

億
９
千
万
円
と
す
る
も
の
。
債

務
負
担
行
為
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

リ
ー
ス
料
な
ど
20
件
を
予
定
。

地
方
債
は
、
保
谷
庁
舎
解
体
事

業
な
ど
13
事
業
、
32
億
４
千
970

万
円
の
借
入
限
度
額
を
予
定
。

一
時
借
入
金
の
最
高
額
は
、
60

億
円
と
定
め
る
。
補
正
１
号
予

算
と
し
て
、
さ
ら
に
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
３
千
90
万
円
を

増
額
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
771
億
２
千
90
万
円
と

す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
市
税
全
体
の
前
年
度
と
の
比

較
と
財
政
フ
レ
ー
ム

・
法
人
市
民
税
の
傾
向
と
特
徴

・
ト
リ
ガ
ー
条
項
発
令
に
よ
る

地
方
揮
発
油
譲
与
税
へ
の
影

響
・
教
育
費
負
担
金
の
経
緯

・
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
11

号
線
事
業
に
伴
う
都
補
償
金

・
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使

い
道
、
市
の
上
乗
せ
支
援
に

つ
い
て
の
見
解
、
学
生
応
援

特
別
給
付
金
な
ど
若
者
支
援

・
庁
舎
整
備
基
金
繰
入
金
の
活

用
の
用
途

・
庁
舎
総
合
管
理
委
託
料
の
減

額
要
因
、
庁
舎
の
防
犯
体
制

・
安
全
運
転
管
理
者
の
設
置
と

令
和
４
年
度
予
算
及
び
補
正
予
算

主
な
役
割

・
防
犯
推
進
会
議
の
実
績
と
今

後
の
予
定
、
防
犯
推
進
計
画

の
策
定
状
況

・
法
改
正
に
伴
う
個
人
情
報
保

護
審
議
会
の
位
置
づ
け

・
幅
広
い
年
代
、
外
国
人
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
な
ど
広
報

の
考
え
方

・
電
子
自
治
体
推
進
事
業
費
の

内
容
、
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
状
況
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
利
用
、
公
共
施
設
に

お
け
る
Ｗ
ｉ

－

F
ｉ
の
環
境

整
備
、
執
行
部
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
活
用
方
法

・
出
張
所
の
役
割
と
今
後
の
方

向
性
、
書
か
な
い
窓
口
の
検

討
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
と
選

択
に
関
し
て
の
周
知
方
法

・
総
合
計
画
策
定
に
関
す
る
庁

内
へ
の
指
示
、
市
民
参
加
方

法
・
平
和
啓
発
映
像
製
作
の
内
容
、

完
成
時
期
、
若
年
層
の
平
和

意
識
の
醸
成

・
市
民
交
流
施
設
の
機
能
、
予

約
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
Ｉ
Ｔ

弱
者
へ
の
対
応
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
取
組

・
収
納
支
援
シ
ス
テ
ム
の
委
託
、

構
築
の
内
容

・
選
挙
の
普
及
啓
発
の
方
法
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
位
置
、

期
日
前
を
含
む
投
票
所
及
び

開
票
点
検
方
式
の
検
討

・
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
の
指
定
管

理
者
変
更
に
伴
う
引
継
期
間
、

事
業
の
継
続
性
と
市
の
関
わ

り
・
生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
と

返
還
請
求
、
未
然
防
止
策
の

検
討

・
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援

事
業
の
滞
納
整
理
と
徴
収
事

務
関
係
部
署
と
の
連
携

・
家
計
改
善
支
援
事
業
の
概
要
、

経
緯
、
見
込
ま
れ
る
効
果
、

他
の
相
談
事
業
と
の
連
携

・
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者
の

推
移
と
制
度
の
周
知
方
法

・
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
事
業
の
対
象
者
数
と
電

気
自
動
車
所
有
者
へ
の
支
給

の
検
討

・
移
動
支
援
事
業
の
従
業
者
研

修
の
成
果
と
従
業
者
数
の
増

加
、
視
覚
障
害
者
の
申
込
方

法
と
知
的
障
害
者
対
応
の
従

業
者
数

・
介
護
給
付
費
の
適
正
化
と
重

度
化
防
止
の
取
組

・
敬
老
金
贈
呈
方
法
変
更
の
経

緯
と
市
の
意
図
、
周
知
方
法
、

敬
老
金
の
意
義

・
高
齢
者
応
援
事
業
の
内
容
、

目
的
、
周
知
方
法
、
フ
レ
イ

ル
予
防
に
関
連
さ
せ
た
外
出

支
援
の
検
討

・
発
熱
外
来
事
業
の
今
後
の
方

向
性

・
子
ど
も
条
例
推
進
事
業
費
の

相
談
受
付
体
制
、
メ
ー
ル
相

談
の
返
信
時
間

・
子
ど
も
食
堂
推
進
事
業
の
定

義
、
所
管
課
の
変
更
と
メ
リ

ッ
ト
、
補
助
事
業
対
象
経
費

・
養
育
費
確
保
支
援
事
業
の
実

績
と
評
価
、
対
象
経
費
の
考

え
・
保
育
園
に
お
け
る
保
護
者
か

ら
の
要
望
を
聞
く
仕
組

・
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
評
価
、
第
３
次
経
営

改
善
計
画
の
見
直
し
と
補
助

金
の
算
定

・
自
治
会
・
町
内
会
活
性
化
補

助
金
の
実
績
、
執
行
率
と
傾

向
、
自
治
会
等
の
必
要
性
と

今
後
の
方
向
性

・
農
業
と
福
祉
の
連
携
実
績
と

今
後
の
取
組
状
況

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
電

子
化
メ
リ
ッ
ト
、
対
応
が
困

難
な
事
業
者
へ
の
支
援

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
市
内
消
費
喚
起
事
業

の
変
更
点
と
委
託
先

・
え
の
き
児
童
遊
園
の
一
時
利

用
の
周
知
方
法
、
ボ
ー
ル
遊

び
の
試
行
、
団
体
利
用
の
方

法
、
ト
イ
レ
の
設
置

・
下
保
谷
特
別
緑
地
保
全
地
区

の
み
ど
り
の
保
全
活
用
と
樹

木
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
目

的
と
、
乗
降
調
査
内
容
・
目

的
、
補
助
金
基
準
の
見
直
し
、

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
検

討
内
容
、
今
後
の
方
向
性

・
自
転
車
走
行
の
安
全
の
取
組
、

ナ
ビ
マ
ー
ク
の
周
知
、
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
の
検
討
と
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
と
の

関
連

・
防
災
行
政
無
線
音
達
エ
リ
ア

調
査
の
背
景
と
内
容
、
防
災

行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
設

置
状
況
、
今
後
の
取
組

・
国
民
保
護
訓
練
の
内
容
と
課

題
・
雨
水
溢
水
対
策
工
事
の
概
要

・
通
学
路
の
安
全
点
検
、
安
全

対
策
、
児
童
・
生
徒
へ
の
安

全
指
導

・
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
へ
の
取
組
、
市
長
部
局
と

の
連
携

・
学
校
施
設
と
体
育
施
設
の
施

設
開
放
の
考
え
方

・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
よ
る
学

力
向
上
の
取
組
と
成
果
、
今

後
の
課
題
、
児
童
・
生
徒
の

様
子

・
学
習
支
援
員
と
生
活
支
援
員

の
配
置
目
的
と
役
割
、
配
置

基
準
、
支
援
員
の
資
格

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
成
人
式

の
評
価
、
課
題
、
実
行
方
式

の
検
討

・
学
校
司
書
配
置
の
基
準
財
政

需
要
額
と
予
算
措
置

・
保
育
無
償
化
に
伴
う
法
定
代

理
受
領
の
メ
リ
ッ
ト
と
導
入

の
背
景

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

第96号令和4年（2022年）5月15日

当初予算比較表

会計区分 令和４年度 令和３年度 伸び率

一 般 会 計 770億9,000万円 722億3,000万円 6.7%

特 別 会 計 420億9,078万円 406億7,793万円 3.5%

国民健康保険特別会計 192億9,233万円 184億8,402万円 4.4%

駐 車 場 事 業 特 別 会 計 1億1,301万円 1億1,301万円 0.0%

介 護 保 険 特 別 会 計 175億2,945万円 172億2,644万円 1.8%

後期高齢者医療特別会計 51億5,599万円 48億5,445万円 6.2%

公 営 企 業 会 計 42億1,573万円 43億163万円 △2.0%

下 水 道 事 業 会 計 42億1,573万円 43億163万円 △2.0%

合　　　　　計 1,233億9,651万円 1,172億956万円 5.3%

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。
※下水道事業会計の予算規模は、支出予算の総額としています。
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日本共産党西東京市議団� 保谷　清子 反対
コロナ禍、市民の

命と暮らしを守れ！
〇 独自のＰＣＲ検査を行おうとせず、自

宅療養者への支援も不十分。学生・若
者・事業者への直接支援など、市民の
命と暮らしを守る対策をすべき。

〇 第４次行財政改革大綱アクションプラ
ンは、胃がん検診体制と有料化、保育
料・学童クラブ育成料見直し、田無庁
舎駐輪場有料化の検討などで、値上
げ・有料化につながる。

〇 「国民健康保険の財政健全化計画」が
2022年度から始まり、２年ごとの保
険料引き上げとなる。計画は見直し、
国保加入者への財政支援を行うべきだ。

〇 小中学校の学校図書館充実のために、
現在２校に１名配置の学校司書を、１
校１名にすべき。

自由民主党西東京市議団� 山田　忠良 賛成
自民党要望が実現！
市民が誇れるまちへ

　令和４年度は、第３次総合計画策定に
向けた大変重要な年度であり、コロナ対
策に万全を期しながら臨時財政対策債の
借入抑制など、公債費管理を徹底したこ
とを高く評価する。
　ワクチン接種体制を整え、市内消費喚
起事業、キャッシュレス決済ポイント還
元事業などを通じ市内経済をまち全体で
支えていただきたい。
　ゼロカーボンシティ宣言後の市民全体
を巻き込んだ取組に期待する。学校トイ
レの改修、児童発達支援センター、eス
ポーツを使ったフレイル予防事業を評価
し、田無駅南口駅前広場、連続立体交差
事業を着実に進めることを要望し、本予
算に賛成する。

無所属②� 森　てるお 反対
ワクチンとばらまき
の施策と予算に反対

　本市では人口の93.3％は新型コロナウ
イルスに感染していない。99.4％は入院
に至っていない。ＰＣＲ検査や抗原検査
で感染が確認されたら治療すればいいの
であって、ワクチン接種が国の費用だと
しても人的資源の無駄遣いだ。
　普及率50％前後のマイナンバーカード
関連施策は、これまでの施策をやめられ
ないから二重投資になる。
　これら費用と人材は各種計画のコンサ
ル委託をやめて、その費用ともども自前
の計画づくりに使うべきだ。
　コロナ関連のプレミアム事業は参加し
た人だけが満足するばらまきの施策であ
り転換するべきだ。

西東京市議会公明党� 佐藤　公男 賛成
公明党が要望した

市民の声が多く反映
　公明党はこれまで、議会質問や緊急要
望などにより新型コロナ対策をはじめ、
様々な政策提案を行ってきた。それらを
まとめ、50項目の予算要望、35項目の
政策提案を池澤市長に提出し、それらが
多く反映された。
　小中高校生への図書カード・65歳以上
の高齢者応援カード・キャッシュレスポ
イント還元・市内消費喚起事業。
　産前産後事業の拡充、ひいらぎの児童
発達支援センター化、学童クラブへのＷ
ｉ−Ｆｉ設置、学校トイレの洋式化・手
洗いの自動水栓化、学習スペースの拡
充、デジタル教科書の追加、おくやみ窓
口の設置などである。
　以上、賛成討論とする。

生活者ネットワーク�かとう　涼子 賛成
温暖化対策を評価

コロナ予算には課題
　生活者ネットが長年要望してきた地球
温暖化対策の大きな前進は、予算の賛否
を判断する上で大きな決め手となった。
公債費管理を徹底しながらも、子ども食
堂支援や産後ケア事業など市民ニーズの
高い事業に新規予算を確保した点も評価
したい。
　一方、キャッシュレス決済ポイント還
元事業は、自治体が公金を使って行うべ
き事業か甚だ疑問。プレミアム応援事
業、高齢者応援カードはコロナに名を借
りたバラマキだ。一過性の給付で支援を
した気になられては困る。長期自粛でコ
ミュニティはフレイル状態。地域の「も
やい直し」に向け、全力で知恵を絞ろ
う。

無所属①� 小峰　和美 賛成
リーダーとして
求められるもの

　令和４年度は新型コロナウイルス感染
症対策だけではなく、少子高齢化、公共
施設の老朽化、そして庁舎問題をはじ
め、行政課題が山積している中での新年
度予算だ。
　今、西東京市が求めているリーダーは
感染症や自然災害だけではなく、ありと
あらゆる危機に対応するコミュニケー
ション能力はもちろんのこと一貫した
メッセージ、そして市民に合わせた表現
を選び抜く力を持たなければならない。
ぜひダイナミックに動く市役所をつく
り、執行に当たっては新年度予算に「う
まい」と言える味を付けて、リーダーと
しての手腕を楽しみにしている。

無所属③� 納田　さおり 賛成
財政健全化の一方で
バラマキの二律背反

　議員就任以来15年間訴えてきた財政健
全化（基金の充実・公債費管理の徹底
等）の前進を認め賛成する。一方、総合
計画他16事業のコンサル委託料が合計
１億1,139万円と極めて過剰、特に市の
都市構造とは矛盾する立地適正化計画を
反映させる都市計画マスタープランに
1,925万円も計上することは大課題だ。
また市議選直前の９月に65歳以上高齢者
全員に5,000円分の高齢者応援券配布は
バラマキだと市民からも批判が上がって
いる。市民会館解体工事１か月短縮のた
めに945万円の経費増大も緩い選択。今
後の執行管理、政策選択に厳しいチェッ
クを行う。

無所属④� 田村　ひろゆき 賛成
安易なバラマキに
終わらせるな！

　「ゼロカーボンシティ宣言」を行い、
公共施設の電力を再生可能エネルギー由
来のものに切り替えていくことや、子ど
もにやさしいまちを目指す取組は評価す
る。
　市内消費喚起事業は、一時的な景気刺
激策に過ぎない。今後の在り方は検討が
必要だ。65歳以上の高齢者に5,000円の
電子商品券を配布する事業は、安易なバ
ラマキではないのか。目的はフレイル予
防。新たな地域との結びつきや、趣味を
見つけることにどうつなげるか、工夫を
求める。
　今後の各種計画の策定では、積極的に
次世代を担う市民の意見を聞き、市政運
営に生かしてほしい。

立憲フォーラム� 佐藤　大介 賛成
市民が納得する
市政運営を！！

　財政調整基金残高は18.3％増となる約
27億3,000万円と見込んでいること、財
源の確保と基金残高の回復を図り、安定
的で自立的な財政運営を目指しているこ
とを評価する。これまで立憲フォーラム
が提案してきた、骨髄移植等の医療行為
により予防接種の効果が薄れた20歳未満
の方を対象に、再接種費用の助成制度を
創設していただいたことに感謝する。
　新型コロナウイルス感染症への対応を
引き続き強化し、子ども対策、重症化リ
スクの高い高齢者への対策をしっかりと
行っていくことを要望し賛成とする。

令和４年度一般会計予算に対する

討　論
　令和４年度本予算について、予算特別委員会での審査後、３月28日の本会議で各会
派及び無所属議員による討論が行われました。
　ここでは、当初予算の主な討論内容についてお知らせします。
◇討論の詳細は会議録に掲載します。「会議録の公開予定」は10面をご覧ください。
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・一般会計（第11号）

賛成全員 可
決

・国民健康保険特別会計（第２号）

・介護保険特別会計（第２号）

・後期高齢者医療特別会計（第２号）

当
初
予
算

（
４
年
度
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・一般会計 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○

可
決

・国民健康保険特別会計

賛成全員

・駐車場事業特別会計

・介護保険特別会計

・後期高齢者医療特別会計

・下水道事業会計
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決
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・市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例

賛成全員 可
決

・市長等の給与等に関する条例の一部を改
正する条例

・教育委員会教育長の給与等に関する条例
の一部を改正する条例

・一般職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例

・国民健康保険条例の一部を改正する条例

・生活つなぎ資金貸付条例の一部を改正す
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の
他
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※１　議長は採決に加われないため、採決時は9名  
※２　一部退席	 	
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■会議録の公開予定

会議名 冊　子 ホーム
ページ

・本会議
・情報公開コーナー
・議会図書室
・市内図書館 ５月中旬 ５月下旬

・常任委員会
・議会運営委員会 ・情報公開コーナー

・議会図書室
・予算特別委員会 ８月上旬 ８月下旬

議会 NEWS議会 NEWS ④ ④
「ロシア連邦のウクライナへの軍事侵攻を「ロシア連邦のウクライナへの軍事侵攻を
非難する決議」を全会一致で可決しました非難する決議」を全会一致で可決しました

ロシア連邦のウクライナへの軍事侵攻を非難する決議
概要
　国際社会の懸命な外交努力にもかかわらず、ロシア連邦がウクライナへの
軍事侵攻を開始したことを非難します。これは、明白な国際法違反であると
ともに、国際秩序の根幹を揺るがす行為であり、核兵器の使用を示唆する姿
勢を、断固として認めることはできません。ロシア連邦が直ちに戦闘を停止
し、軍を撤退するよう求めるとともに、世界平和の実現に向けて、全世界が
一体となって全力を挙げて取り組むよう、訴えるものです。

議案の提出について
　この議案は、緊迫するウクライナ情勢を受け、世界平和の実現を願い、急
遽、上程されたものであり、議長を含む全ての議員が署名しました。また、
この議案は、開催中の令和４年第１回定例会における本会議において、即日
に取り扱われ、可決されました。
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